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　全国的に超高齢化が進む中、介護を必要とする人は年々増加す

る傾向にあります。地域包括支援センターでは、高齢者の暮らし

を地域でサポートするため、各種専門家によるさまざまな支援を

行っています。医療や介護だけではなく、普段の生活に関する悩

みや相談にも柔軟に対応。まさに「高齢者のための総合相談窓口」

と言えます。

地域包括支援センター　 050-5801-5641   0748-24-5693

高
齢
期
に
多
く
な
る
困
り
事
や

心
配
事
と
は
？

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
心
身
機

能
の
変
化
や
病
気
に
よ
っ
て
日

常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
事

が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
足
腰
が
弱
く
な

り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
て
き
た
」「
も
の
忘
れ
が

進
ん
で
き
て
、
お
金
の
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
」「
骨
折

で
入
院
し
て
い
て
退
院
後
の
生

活
が
心
配
」
な
ど
。
こ
れ
ら
の

解
決
の
た
め
の
第
一
歩
が
相
談

窓
口
の
利
用
で
す
。

超
高
齢
社
会
に
必
要
な

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
医
療
や
介
護

の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
サ
ー
ビ

ス
が
地
域
の
中
で
連
携
し
、
支

援
す
る
仕
組
み
の
こ
と
を
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

本
人
の
自
立
に
向
け
た
取
組
や

家
族
の
支
援
、
地
域
住
民
の
相

互
の
支
え
合
い
活
動
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
核
機
関

で
あ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

総
合
相
談
窓
口
を

は
じ
め
、
確
か
な

知
識
と
技
術
を
持

つ
専
門
家
が
連
携

し
な
が
ら
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

ぎ
、
高
齢
者
の
自

立
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

専
門
職
が
チ
ー
ム
で
対
応

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
の
３
職

種
が
連
携
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
本
人
や
家
族
の
困

り
事
や
心
配
事
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
本
人
に
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
自
立
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
取
組
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
で
き
な

い
こ
と
つ
い
て
は
、
家
族
の
協

力
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

地域包括支援センターの主な役割

医療 介護 介護予防 生活支援 社会参加 住まい
地域包括ケアシステム

心配事や困り事をしっか
りと受け止めさまざまな
支援につなげます。

総合相談窓口

自立した生活が継続でき
るよう、介護予防サービ
スの利用を支援します。

予防プランの作成

作ります。

ケアマネジメント支援
ケアマネジャーや医療機
関、サービス提供機関と
　支援のネットワークを

認知症などの判断能力が
低い人の財産管理や高齢
者虐待への対応を行いま
す。

権利擁護、虐待防止

本人・家族

住み慣れたまちで、自分らしい生活を　住み慣れたまちで、自分らしい生活を　
　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝申込み
　　　　　　　　　 ＝問合せ　 ＝ＩＰ電話　 ＝ファクス

　地域包括支援センターの窓口
は、市役所本館１階の長寿福祉課
内にあります。また、身近な相談
窓口として、各支所に相談員を配
置しています。普段の暮らしの中
で、高齢や認知症などによる困り
事があれば、一人で悩まず近くの
窓口に気軽に相談してください。

　介護保険事業計画に基づいて、
令和４年度中に開設する予定で
す。市民の皆さんにとっての身近
な相談窓口として、専門の職員が
高齢者やその家族の心配事や困
り事に対して迅速な対応を行い、
より一層支援の充実を図っていき
ます。

相談窓口はどこ？相談窓口はどこ？

能登川地域包括支援能登川地域包括支援
センターを開設予定センターを開設予定

認
知
症
の
人
へ
の
支
援

　

認
知
症
は
、
老
い
と
と
も
に

増
え
て
く
る
病
気
の
一
つ
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ

て
、
脳
の
働
き
が
悪
く
な
り
、

記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
す
る

こ
と
で
、
生
活
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
。
近
い
将
来
、
高
齢
者

の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期

対
応
が
必
要
で
す
。
も
の
忘
れ

や
身
の
回
り
の
困
り
事
が
増
え

て
き
た
場
合
は
、
早
め
に
相
談

や
受
診
を
す
る
こ
と
で
重
症
化

を
予
防
で
き
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
人
や
家

族
に
寄
り
添
い
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

も
の
忘
れ
相
談
室

　

予
約
制
の
相
談
会
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
の
機
器
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
使
っ
て
、
も
の
忘
れ
の
度

合
い
や
生
活
自
立
度
を
確
認
し

ま
す
。

　

市
内
在
住
者
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
。「
も

の
忘
れ
で
困
っ
て
い
る
」「
認

知
症
を
心
配
し

て
い
る
」
と
い

う
人
は
、
お
気

軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

４
月
14
日
㈭
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

愛
東
支
所
会
議
室
２

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　高齢者の家庭訪問、高齢者やその家族に必
要な介護サービスの相談から、認知症啓発、介
護予防教室の開催などの業務を担当しています。
地域の暮らしを支え、つなぐ役割を担っています。
保健師は、医療的な知識やサポートを必要とす
る場面での役割を期待されています。これから
も相談者や地域の人々の生活に寄り添い、皆さ
んの健康をサポートしていきます。 保健師　猪田耕平

　高齢者やその家族からさまざまな相談を受け、
解決へのサポートを行う業務を担当しています。
相談内容に応じて、適切なサービスを紹介し、
さらに、公的な手続きに関するサポートも行って
います。また、虐待などの困難事例に向き合い
関与していくのは、社会福祉士の役割です。高
齢者の権利を守るため、必要な支援を行ってい
ます。社会福祉士　河口怜香

　介護保険サービス利用についての相談や事業
所のケアマネジャーからの相談といった業務を担
当しています。皆さんができるだけ長く住み慣れ
た地域（在宅）で生活できるようにするために
は、支援関係者によるサポートの体制が必要で
す。私は、主任ケアマネジャーとして、民生委
員さんや各分野の専門職といった多職種の皆さ
んと連携し、日 の々課題に取り組んでいます。 主任介護支援専門員

　山川美代子

専門の職員がサポートします


